













































































































































天保四年（1833 年）を契機として，以後軒前所有者は減少していく。安政二年（1855 年）には 19 名に













































































































6 この三か年の被害状況は，前掲佐藤嘉三郎家資料Ⅰ 116，165，235 による。
7 上塩尻公民館蔵「地検帳」より。
8 前掲佐藤嘉三郎家文書Ⅰ 116，165，235 より。
9 前掲佐藤嘉三郎家文書Ⅰ 179，185，187 等より。
10 前掲佐藤嘉三郎家文書Ⅰ 11，573 より。
11 佐藤隆一家蔵「日記」，佐藤八郎右衛門家蔵「文禄ヨリノ代継名前帳」，佐藤嘉三郎家Ⅰ 364，365 等より。







16 笛木家文書Ⅰ 381-428 による。
17 笛木家文書Ⅰ 116，165，235。
18 以上の記述は，西蒲原土地改良区前掲書 191-201 頁による。
17水害に対する江戸時代の村落社会的対応についての覚書
19 笛木家文書Ⅱ 100
20 以下の記述も，笛木家文書Ⅱ 100 による。
21 中村義隆『割地慣行と他所稼ぎ』（2010 年，刀水書房）4頁。
22 中村前掲書 16頁。
23 新潟県教育委員会・巻町教育委員会『鎧潟』（1966 年）139 頁。
24 巻郷土資料館所蔵「民俗資料調査カード 中郷屋」（1985 年）。




The note on features of rural society
for flood disaster in Tokugawa period
Futoshi YAMAUCHI
Abstract
There were community-based and diversified measures of rural societies for flood disaster in
Tokugawa period. We take up two village where are located in beside the Cikuma river（Shinano river）
and ascertain that each rural societies took different countermeasures against flood disaster from the
difference of the natural environment, the structure and the businesses of village.
Key Word : Community in early modern village society, Flood disaster, Natural environment, The
structure of village, Warichi system
19水害に対する江戸時代の村落社会的対応についての覚書
